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そして、一人の子どもを連れて来て、彼らの真ん中に立たせ、抱き寄せて言われた。「私の名の

ためにこのような子どもの一人を受け入れる者は、私を受け入れるのである。私を受け入れる者

は、私ではなくて、私をお遣わしになった方を受け入れるのである」。 

（マルコによる福音書 9 章 36 節〜37 節） 

 

世界各地で戦争が続いています。戦争によって最も深く傷つけられるのは、戦争を望んだことの

ない人々、とりわけ子どもたちです。そうした中で、子どもたちのいのちを守ろうとする人々がいま

す。 

戦争が続くウクライナでも、子どもたちを守る取り組みは途絶えていません。40 年前のチョルノ

ービリ（チェルノブイリ）原発事故によって汚染された地域に暮らす子どもたちを、放射線量が低く、

戦闘地域からも離れた場所へ送り、心と体を休ませる保養が今年も実施されたというのです。 

戦争は、人のいのちよりも国家や領土、軍事力を優先させます。その戦争のただなかでも、多く

の人々が力を合わせ、子どもたちを安全な場所へ送り、食べさせ、休ませ、遊ばせ、学ばせてきまし

た。それは、戦争とは正反対の方向へ向かう営みです。 

平和をつくるとは、大きな力を手にすることではなく、傷つけられやすいいのちを守ることでは

ないでしょうか。 

日本では、戦争への備えという名のもとに軍事化が進み、原発回帰や核保有・核抑止をめぐる議

論が続いています。しかし、私たちが守りたいのは、国家の力でも経済の利益でもなく、一人ひとり

のいのちと尊厳です。イエスは一人の子どもを人々の真ん中に立たせ、その子を抱き寄せました。

私たちもまた、子どもたちを真ん中に置くところから、平和をつくる歩みを始めたいと思います。 

ウクライナで、ガザで、ミャンマーで、イランで、福島で、そして世界中のさまざまな地域で、戦争

や暴力、放射能汚染の中から子どもたちのいのちを守ろうとする取り組みが続いています。子ども

たちが恐れることなく、安心して食べ、眠り、遊び、学び、明日を思い描くことのできる世界をつく

るために、私たちもいのちを守る人々の営みに加わっていきましょう。 
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